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はじめに
　
現代では、挽歌は広く人の死を悼むものとして知られており、
その起源は、遥かに中国漢代の「薤露」 「蒿
里注１
」の二曲にまで遡
る。葬送の際に柩を挽きながらうたう歌として生まれた挽歌は、六朝期以降盛んに作られるようになり、広く死一般を対象とするものと特定の人の死を悼むものの二方向へと発展していった
注
注
。唐
代における 個人の死を悼む挽歌について 後藤秋正氏と吉川雅樹氏は人間の有限性に対する直接的な表現は影を潜め、 「故人の生前の功績を讃える傾向」が強まったと述べて る。本稿では、隋末から中唐にかけての挽歌がどのように修辞性を強め、形式や表現を洗練させていったのかというそ 変遷の過程と内容について、南朝梁から唐までの作品を集めた詩文集であ 『文苑英華注３
』の挽歌を中心に考察する。
　
西岡弘氏は埋葬前後に用いられた歌として、 「虞
ぐ
殯ひん
」 「紼
ふつおう
謳」の
二つを挙げている。西岡弘氏によれば、先秦期から存在していた「虞殯」は死者個人に対する鎮魂歌である「みたまやすめうた」のことを指し、 「紼謳」は先秦末から漢初にかけて発生した、葬送の際に棺を挽く人が歌う「ひきうた」のことを指している。「ひきうた」としての挽歌は楽府として発展し、 「みたまやすめうた」としての挽歌は死者の個々人に対する哀傷の詩として発展したとする
注４
。したがって、挽歌は儀式歌としての側面と、鎮魂歌と
しての側面を持っ いる。本稿ではその両面について、葬礼描写と人物描写 いう二つの観点から検討 加え きた 。　
使用したテキストは『先秦漢魏晉南北朝詩』 『文苑英華』 『全唐
詩』の三つである。唐代の挽歌については『文苑英華』巻三百十に依拠したが、 『全唐詩』も含め 校勘した。
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一
　
六朝末・初唐の挽歌における葬礼描写
　
挽歌は葬送で棺を引く時に歌われた、あるいは霊前に捧げられ
てきたものであり、挽歌は葬礼の制度とは切っても切り離せない関係にあると言える。挽歌にはしばしば葬礼の過程が詠み込まれ、唐代の挽歌でも多くの作品で葬礼の過程を描写する表現や葬礼を連想させる語が使われている。隋末・初唐の挽歌では葬礼のどの過程が どのような形で描写されているのだろうか。一海知義氏によれば、 『文選』所収 六朝時代の挽歌詩は、三首一連の構成で祖
戴注５
・葬送・埋葬をそれぞれの篇で歌う形
式注６
を取ってお
り、その形式は隋・唐代のも にも受け継がれている。 か 、唐代の挽歌は必ずしも三首一連の形式を るわけではなく、一首一連で完結するものや二首一連のも 、四首・五首を一連とするものも現れる。まず 三首一連の構成でそれぞれに三つの場面を配置する作品として、初唐 宋之問（六五六？─七一二）の「梁宣王挽詞三首」を見てみよう。
　
梁宣王挽詞三首
　　
宋之問
　　
一
貴藩堯母族
　
貴藩として堯
げうぼ
母の族たり
外戚漢家親
　
外戚として漢家の親
しん
たり
業重興王際
　
業は重し
　
興王の際
功高復辟辰
　
功は高し
　
復辟の辰
とき
愛君唯報国
　
君を愛して
　
唯だ国に報ひ
樂善不防身
　
善を樂
この
みて
　
身を防がず
今日衣冠送
　
今日
　
衣冠を送らる
空傷置醴人
　
空しく醴
れい
を置く人を傷ましむ
　　
二
金精何日閉
　
金精
　
何れの日か閉づ
玉匣此時開
　
玉匣
　
此の時開く
東望連吾子
　
東を望めば
　
吾子連なり
南瞻近帝臺
　
南を瞻
なが
むれば
　
帝臺近し
地形龜食報
　
地形
　
龜き
食しょく
に報ひ
墳土燕銜來
　
墳土
　
燕銜來たる
可嘆虞歌夕
　
嘆くべし
　
虞ぐ
歌か
の夕
紛紛騎吹回
　
紛紛として
　
騎き
吹すい
回る
　　
三
像設千年在
　
像設けられて
　
千年在るとも
平生萬事違
　
平生
　
萬事違ふ
綵游翻葆吹
　
綵さいゆう
游
　
葆吹翻り
圭翣奠靈衣
　
圭けいそう
翣
　
靈衣を奠
まつ
る
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壠日寒無影
　
壠ろうじつ
日
　
寒くして影無く
交雲凍不飛
　
交雲
　
凍りて飛ばず
君王留此地
　
君王
　
此の地に留まる
駟馬欲何歸
　
駟し
馬ば
　
何いづ
くにか歸らんと欲す
　
第一首の前六句は梁宣王である武三思の出身と功績、人柄を歌
う。 「堯母」は中宗の母則天武后のことを指す。武三思は武后の甥である。武后によって皇太子を廃せられた中宗は、 らの助けを得て、再び皇太子となり復位した。三・四句はその出来事を示している 五・六句 利他的で正義感の強い人柄を描く。七・八句の「衣冠送」 置醴人」という部分では、武三思が亡くなって位を贈られ、霊前に酒が供えられた葬儀の場面を歌う。第二首は「可嘆虞歌夕、紛紛騎吹回」と、葬送の行列 馬上で奏でられる鼓吹の華々しい様子を窺うこと でき、墓地に向かって進む葬送の過程が描写されていることが分かる。第三首 「此地」とは墓場のことを指し、埋葬後の墓から離れ難い心情で締めくくる。この作品は第一首で葬儀を、第二首 葬送を、第三首 埋葬の場面を、それぞれ分けて描写すると う形式が採られており『文選』の挽歌詩と同じような構成になっている。　
次に、一首一連の構成で、出棺から埋葬までのプロセスを一首
の中に歌い込む挽歌として、北斉から隋の時代 生きた盧思道
（五三〇─五八二）の作品を挙げる。
　
彭城王挽歌
　
盧思道
旭旦禁門開
　
旭きょく
旦たん
に禁門開き
隱隱靈輿發
　
隱隱として靈
れい
輿よ
發す
纔看鳳樓迥
　
纔わづ
かに看る
　
鳳樓の迥
はる
かなるを
稍視龍山沒
　
稍ようや
く視る
　
龍山の沒するを
猶陳五營騎
　
猶ほ五營の騎を陳
つら
ね
尚聚三河卒
　
尚ほ三河の卒
そつ
を聚
あつ
む
容衞儼來歸
　
容衞
　
儼として來歸し
空山照秋月
　
空山
　
秋月照る
　「彭城王」とは北斉の神武帝の子彭城王高浟のことを指すと思われる。 「隱隱」は重い車の音の形容。一・二句では棺を乗せた車が音を立てて宮中を出発する。三・四句の「鳳樓」は宮中の高殿を、 「龍山」は都があるあたりの山を指しており、葬列の視点から離れていく都を眺める。五・六句では「五營騎」 三河卒」と、多くの部署、広い地域の兵が集まったことが分かり、高浟の地位の高さと人望の厚さが窺え 末二句は埋葬後の墓の様子を歌い、雄大な眺めから一転して、弔いの客が帰って人気がなくなった山を秋 月が寒々と照らしている、寂しさと孤独感の漂う情景で締め括る。この作品は一首一連で 一・二句で祖戴と出
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棺、三句から六句で葬送、七・八句で埋葬を歌っており、一首の中に出棺から埋葬までの過程がすべて歌いこまれている。　
以上の検討から、 『文選』の挽歌詩のように「葬儀→葬送→埋
葬」の三つの場面を詠みこむことが、隋末 初唐の挽歌におも意識されていることが分かった。しかしこのように葬礼描写を取り入れる挽歌は初唐においては少数であり 右 三つの場面全てを ので なく葬礼の場面を部分的に選んで詠みこむ作品の方が多く見られる。 の作品で特に多く取 入れられる場面は、永別を感じさせる埋葬・埋 後 様子である。
寧知荒壠外
　
寧な
んぞ知らん
　
荒くわう
壠ろう
の外
涙鶴自徘徊
　
涙鶴の自ら徘徊するを

（駱賓王「樂大夫挽歌五首」其四）
不知蒿里曙
　
知らず
　
蒿里の曙
空見壠雲愁
　
空しく壠雲の愁ひを見るを

（沈佺期「章懐太子靖妃挽詞」 ）
　
駱賓王は「この荒れた墓地の外で、悲嘆する私が立ちもとおっ
ていることなど、墓中の人は知らないだろう」と、作者が墓前に立つ様子を描くことで、埋葬後の様子を示している。沈佺期の歌も、作者が墓前に立っているという視点から、 「墓場の夜が明ける頃、塚に立つ雲が愁え ともに涌き起こるのを見よ とは思
わなかった」という結句になっている。このように墓の様子を描写することで埋葬が終わったことを表している。遺骸が完全に収められてしまうことが、墓前に立つ人に人の死を改めて実感させるのだろう。墓地の寂寞とした様子は、身近な人を亡くした時残された人間が感じる喪失感をも表している。　
初唐では葬礼のプロセスを一貫して描写する挽歌は少なくな
り、葬礼を部分的に取り上げて描写する挽歌が増えた それに伴い、挽歌一首ずつに占める葬礼描写の割合は減り、葬礼描写に代わって挽歌の対象となる人 対 人物 が増えた。隋末・初唐の頃には 詩人たちの興味は葬礼の儀式の描写よりも、亡くなった人物 ついて記すこ に傾きつつあったようだ。
二
　
六朝末・初唐の挽歌における人物描写
　
六朝時代にはそれほど盛んでなかった故人の人柄や功績の描写
は、唐代になって増加した。中国史上最も詩が隆盛を見せた唐という時代の中で、故人を讃え、功績や位 高さ 記す描写は、詩人たちによってどのように工夫され、洗練されていったのだろうか。まずは宋之問と李乂の作品の一部を挙げる。
賢相稱邦傑
　
賢相
　
邦くに
を稱
あ
げて傑
すぐ
れ
清流舉代推
　
清流
　
代を舉げて推す
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公才掩諸夏
　
公才
　
諸夏を掩
おお
ひ
文體變當時
　
文體
　
當時を變
へん
ず

（宋之問「范陽王挽詞二首」其一）
寓内文儒重
　
寓内
　
文儒重く
朝端禮命優
　
朝端
　
禮命優
すぐ
る
立言多啓沃
　
立言
　
啓けい
沃よく
多く
論道盛謀猷
　
論道
　
謀ぼう
猷いう
盛んなり

（李乂「故西臺侍郎上官公挽歌」 ）
　
宋之問の作品の前二句では、范陽王が賢明な宰相、清廉な人物
として、多くの人から押し戴かれたことをいう。後二句で、宰相としての能力が国土を覆うほど広く発揮され、その文章は当時の文体を変えるほどに優れていたとする。范陽王の持つ影響力の大きさが窺える。　
李乂の作品の「上官公」とは、上官儀のこと。上官儀が国内で
も優れた学者であり、第一の臣下とし 尊ばれたことをいう。後世に残した言葉には君主に心を開いたものが多く、政策を論じて多くの謀り事をしたと、周囲から頼られる有能な人物であったことが記されている。男性の場合は人柄に加え、官吏としての能力や周りからの信頼、文章能力などが描写されて 。その優れた能力を活かして、国の第一線で活躍したこ が記さ ている。
　
では女性の場合はどうだったか。次に女性の描写について見て
みよう。
穠華從婦道
　
穠ぢょう
華か
　
婦道に從ひ
釐降適諸侯
　
釐り
降かう
　
諸侯に適
かな
ふ
河漢天孫合
　
河漢
　
天孫と合ひ
瀟湘帝子遊
　
瀟せう
湘しゃう
　
帝子と遊ぶ
關雎方作訓
　
關くわん
雎しょ
を方に訓と作
な
し
鳴鳳自相求
　
鳴鳳を自ら相ひ求む
可嘆凌波迹
　
嘆くべし
　
凌波の迹
東川遂不流
　
東川
　
遂に流れず

（呉兢「永泰公主挽歌二首」其一）
　
永泰公主は、中宗の八人の娘のうちの一人である。武延基に嫁
ぎ、則天武后の寵臣だった張兄弟の排除を謀ったとして、夫婦で自殺を命じられた。一・二句は、 「咲き乱れる花の に美しく、女性として守るべき道に従うあな は、降嫁して諸侯に嫁いだ」と、永泰公主の容姿と人柄 ついて歌う。 穠華」とは美しい女性を喩える言葉である。五句目 「關雎」は『詩経』周南「關雎」を、六句目の「鳴鳳」は、蕭史と弄玉の故事を指しており、夫婦の仲が良く 礼儀正しいことを言う。女性の場合は容姿の美しさや人物の清く正しい気風、夫婦の調和などがしばしば描写さ
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れるようだ。　
葬礼描写の比重が次第に減った分、挽歌一首における人物描写
の割合が増えた。挽歌を作る詩人たちの興味は、挽歌の対象となる人物がどのような功績をのこし、その才能と人格がいかに素晴らしかったのかとい ことを記す とへと移っていったようだ。
三
　
盛・中唐の挽歌における葬礼描写
　
次に隋末・初唐に見られた挽歌の形式や特徴が、盛・中唐に
なってどのように変化していったのかについて考察する。隋末・初唐にも見られた、三首一連 構成で場面を分け 葬礼を描写する形式は、盛唐では張説・張九齢・岑参 作品に、中唐では白居易の作品に引き継がれている。従来通りに「葬儀→葬送→埋 」のプロセスを意識した構成になってい が、何首目にどの場面配置するかという点に変化が見られるようになった。 『文苑英華』では、連作の作品であっても全て 詩を載せない場合 あり、三首一連の作品でも、その中から何首かが抜き出されて収められていることがある。連作の作品のうち『文苑英華』と『全唐詩』で首数に違いのあるものは、 『全唐詩』にした って記載 た。
　
故榮陽郡君蘇氏挽詞三首
　
張九齢
　　
一
門緒公侯列
　
門緒
　
公侯に列し
嬪風詩禮行
　
嬪風
　
詩禮を行ふ
松蘿方有寄
　
松しょう
蘿ら
　
方に寄る有り
桃李忽無成
　
桃李
　
忽ち成る無し
剱去雙龍別
　
剱去りて雙龍別れ
雛哀九鳳鳴
　
雛哀しみて九鳳鳴く
何言嶧山樹
　
何ぞ言はん
　
嶧えき
山さん
の樹
還似半生心
　
還って半生の心に似ると
　　
二
永嘆芳魂斷
　
永嘆す
　
芳魂斷たるるを
行看草露滋
　
行くゆく看る
　
草露滋きを
二宗榮盛日
　
二宗
　
榮盛の日
千古別離時
　
千古
　
別離の時
竟罷生香贈
　
竟に生香の贈を罷め
空留畫扇悲
　
空しく畫扇の悲しみを留む
容車候暁發
　
容車
　
暁を候
ま
ちて發す
何歳是歸期
　
何いづ
れの歳か是れ歸る期
とき
ぞ
　　
三
縞服紛相送
　
縞かう
服ふく
紛まぎ
れて相ひ送る
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玄扃翳不開
　
玄げん
扃けい
翳おほ
ひて開かず
更悲泉火滅
　
更に悲しむ
　
泉火の滅するを
徒見柳車回
　
徒だ見る
　
柳車の回れるを
舊室容衣奠
　
舊室に容衣を奠り
新塋拱樹栽
　
新しん
塋えい
に拱樹を栽
う
う
唯應月照簟
　
唯だ應
まさ
に月の簟を照らすのみなるべし
潘岳此時哀
　
潘岳此の時哀しむ
　
詩題の「蘇氏」について『張九齢集校注』では、張九齢の交友
関係から推測して蘇頲の姉妹のこととしている。この作品も本来は三首一連の作品であるが、 『文苑英華』では第一首と第二首のみが載せられている。第一首の前四句は、蘇氏の立派な家柄と、女性としての正しい気風を歌う。五句は干将・莫邪の双剣の故事をもとに夫婦が離れ離れになったことを言い、六句では蘇氏の子供たちが、母たる蘇氏の死を嘆き悲しんでいるさまを描く。七・八句は枚乘「七發」の「龍門の桐、高さ百尺にして枝無し、…其の根は半ば死し半ば生く
注７
」を下敷きに、残された夫の、悲しみに
自失した心情を表現している。第一 は蘇氏の死を描写しており、第二首の一・二句は楽府「薤露」 「蒿里」を下敷きにして、蘇氏の死とそ 命の儚さを嘆く。七句の「容車」は、 者を乗せる飾りを付けた車 こと。 「賓客たるあなたが乗る車 夜明け
を待って出発してしまい、もう決して帰って来ることはないのだ」と、出棺を描写している。 『文苑英華』に採られてい 第三首では、白い喪服の人々が見送る中、墓道が閉じられ、埋葬が終わって柩車が帰る。故人の部屋には平生着用していた衣服がまつられ、新しい墓地には大きな木が植えられる。　
第一首では蘇氏の死を、第二首では出棺を、第三首では埋葬か
ら葬礼の完了さらにはその後の場面までを描写してい このように盛・中唐の挽歌は三首一連の構成 とっ いても その形式は必ずしも三首それぞれに葬儀、葬送、埋葬が配置され わけではない。葬礼のプロセスを描くことが意識されつつも、どの場面を何首目に配置するのかという点 ついては作者なり 工夫や自由な発想が展開されている。　『文苑英華』が連作の挽歌を連作の形のまま載せないのは、 『文苑英華』が美文尊重の『文選』の続編を意図して作られてい ためだろう。 『文苑英華』 『文選』 体裁にならい、梁末から唐末までの名詩文を集めたものである。三首一連 構成の挽歌では、第一首・第二首に人物描写が多く置かれやすく、第一首・第二首の修辞を凝らした人物描写の方 、 「美文」として好ま たのかもしれない。また、 『文苑英華』 宋代に編纂された詩文集である。唐代でさえ葬礼を一貫した形で載せることへの意識が薄
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れてきているのである。宋代には葬礼の一連のプロセスを描く『文選』時代の形式への固執はかなり薄れ、 「美文」と見られる一部分のみを採録したのだと思われる。　
盛・中唐の挽歌では、一首一連で葬礼のプロセスを一貫して描
く挽歌は見られなかった。部分的に取り上げられる葬礼の場面としては、隋末・初唐では埋葬、埋葬後の様子が多かったが、盛・中唐ではそれに加えて葬送の情景としての葬列の様子が多く描写されるようになった。葬列の様子を表すも としてしばしば用いられるのが、音楽の描写と旗の描写である。楽器も旗も葬送の際に必要なも で 葬列が進む時には太鼓や笛などが鳴らされ、死者の官位や姓名を記した旗 掲げられた。　
まずは音楽の描写に注目する。葬送で使われていた あろう
「簫」 「笳」 「笙」 「鼓」などの楽器が、詩の中で何度使用されていたのか時代ごとに数えてみると、　
初唐…「蕭」─四、 「笳」─一、 「笙」─一、 「鼓」─〇。
　
盛唐…「蕭」─一、 「笳」─三、 「笙」─〇、 「鼓」─〇。
　
中唐…「蕭」─九、 「笳」─七、 「笙」─〇、 「鼓」─二。
となる。ここから、盛唐以降「笳」の語が多く見られるようになったことと、中唐には頻繁に楽器 描写 用いられていることがわかる。 「笳」とは、葦 葉を巻いて作った葦笛のことで、一
般には胡人の吹くものを指して「胡笳」と呼ばれていた。胡笳を題材にした詩としては、盛唐の岑參（七一五─七七〇）の「胡笳歌送顔真卿使赴河隴（胡笳の歌、顔真卿が使
つかひ
して河隴に赴くを送
る） 」が有名である。 「君聞かずや
　
胡笳の聲最も悲しきを」の句
で始まるこの詩からも分かるとおり 胡笳 音は、心に強い悲しみを掻き立てるものとして当時の人々に捉えられていた。盛唐以降「笳」の語が挽歌によく用いられ よう なったのは、その悲しい音色が葬送のイメージに相応しかったからだろう。笳と う楽器は、盛・中唐 挽歌においては、
哀挽辭秦塞
　
哀挽
　
秦塞を辭し
悲笳出帝畿
　
悲笳
　
帝畿を出づ

（岑参
　「故僕射裴公挽歌三首」其三）
車馬行仍止
　
車馬
　
行きて仍ほ止まり
笳簫咽又悲
　
笳簫
　
咽むせ
びて又た悲し

（李嘉祐
　「故國相公挽歌二首」其二）
夕陽迷隴隧
　
夕陽
　
隴ろう
隧すい
に迷ひ
秋風咽笳簫
　
秋風
　
笳簫に咽ぶ

（顧況
　「晉公魏國夫人柳氏挽歌」 ）
などのように使われている。岑参の作品では胡笳の の移動を表すことで、間接的に葬列の移動を示している。李嘉祐と顧況の作
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品も葬送の情景を描写している。咽び泣くような胡笳の音色は、人々の心にいっそうの悲しみと寂しさを催すに違いない。胡笳の音は、 「秋」 「風」 「咽」などの語と一緒に用いられることが多い。視覚以外の聴覚や温感などの五感にも訴えかける表現から連想される肌寒さや寂しさは、死者を送る人々の心情に近いものがあるのだろう。一つの決まった表現として定着 たと考えられる。　
旗の描写は初・盛唐には少なく、中唐になると多く見られるよ
うになる。挽歌の中では、 「旐」 「旌」 「旆」 「旗」などの語が見られ、これらは全て旗 ことを指す。中でも特に多く使用されるのが、 「丹旐」 「銘旌」 語 ある。どちら 、葬送 時に用いられる、死者の官位や姓名を記した旗のことを意味している。
丹旐發江皐
　
丹旐
　
江皐より發し
人悲鴈亦號
　
人悲しみて
　
鴈も亦た號
な
く

（権徳輿
　「湖南観察史故相國袁公挽歌二首」其二）
畫翣無留影
　
畫翣
　
影を留むる無く
銘旌已度橋
　
銘旌
　
已に橋 度る

（顧況
　「晉公魏國夫人柳氏挽歌」 ）
　
権徳輿の作品では、 「丹旐」の移動が葬列の動きを示している。
顧況の作品も「丹旐」と同じく、 「銘旌」が移動することで葬列が進んでいることが分かる。背景の「江皐」の青い色 「丹旐」
の赤い色がよく映えており、遠くからでも見えるその旗には、故人の官位が書かれているのである。盛・中唐における葬礼描写は、単に儀式の過程を示し、情景を描写するだけ とどまらない。葬送に使用される笛の音や旗を用いて、間接的 葬送の過程を表すだけでなく、そ らの情景を媒介にし 人々の悲しみや故人の位の高さをも同時に描写する、情景と心理とが結びつけられた表現がされている。
四
　
盛・中唐の挽歌における人物描写
　
初唐の挽歌では、挽歌の対象となる人物の出身や人柄、功績な
どが挽歌に盛り込まれていたが、盛・中唐 挽歌では、より具体的に、故人がどのような人物だったのかが強 印象付けられる表現がされている。王維の「故太子太師徐公挽歌四首」のうち、特に人物描写の多 第一首・第二首を見てみよう。
　
故太子太師徐公挽歌四首
　
王維
　　
一
功德冠羣英
　
功德
　
羣英に冠たり
彌綸有大名
　
彌綸
　
大名有り
軒皇用風后
　
軒皇
　
風后を用ゐ
傅説是星精
　
傅ふ
説えつ
　
是れ星精たり
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就第優遺老
　
第に就
つ
きては優れて遺老たり
來朝詔不名
　
朝に來たりては詔ありて名いはず
留侯常辟穀
　
留侯
　
常に辟
へき
穀こく
す
何苦不長生
　
何ぞ苦
はなは
だ長生せざる
　　
二
謀猷爲相國
　
謀ぼうゆう
猷
　
相國と爲り
翊戴奉宸輿
　
翊よくたい
戴
　
宸輿を奉ず
剱履升前殿
　
剱履
　
前殿に升り
貂蟬託後車
　
貂蟬
　
後車に託す
齊侯疏土宇
　
齊侯
　
土宇を疏
わ
かち
漢室賴圖書
　
漢室
　
圖書に賴
よ
る
僻處留田宅
　
僻處
　
田宅を留む
仍纔十頃餘
　
仍ほ纔かに十頃餘
　「太子太師徐公」とは、蕭嵩のことである。玄宗皇帝のもとで兵部尚書、尚書右丞相などを歴任し、太子太師を拝した。第一首では蕭嵩の優れた功績と徳業、大きな名声について言う。 「軒皇」は伝説上の帝王、黄帝軒轅氏のこと。 「風后」は、夢告に従って黄帝が探し出し宰相として登用した人物。 「傅説」は、殷の高宗に仕えた名宰相のこと。ここでは、風后 傅説がそれぞれの皇帝に仕えたことを、蕭嵩が玄宗に登用されたこ に喩えている。五・六句
は、私邸に退いた後に旧臣として遇されたことや、謁見の際に実名を呼ばれないと う栄誉を受けたことをいう。七・八句は、漢の留侯、張良の話を引 て「なぜあな は、あの張良のように長く生きることができなかったのか」という嘆きで締め括る。　
第二首は前四句で、蕭嵩が宰相として天子に仕え、剣を帯び、
履物を履いたまま昇殿することを許され、貂の尾と蝉の羽を冠につけるような高官を従わせていた様子を描く。第五句は、斉の桓公が宰相の管仲に褒美として土地を分け与え、管仲の子孫まで恩賞の地とした話を、第六句は秦の都を漢の高祖が落とした時に蕭何が秦 書物を持ち帰り、それによって高祖が天下 治めたという話を指す。ここでは蕭嵩が斉の管仲や漢の蕭何 ように立派主君を支えたことを表 ている。王維のこの作品で特徴的なのは、故事として引かれる人物の多さだろう。この二首の中で蕭嵩は、風后・傅説・張良・管仲・蕭何の五人に喩えられてい 。いずれも建国の功臣 名高い人物であ 故人を歴史上の人物に見立てることで、高い能力によって君主を補佐し、大 な寵愛と信頼を受けた をより印象的 している。また 初唐 作品のように「重用された」 「恩寵を受けた」と う事実だけを記すのではなく、功績や与えられた栄誉の内容、受けた待遇 で 詳細かつ具体的に書かれるようになった。
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盛・中唐の挽歌における人物描写の特徴として、典故が多く用
いられるようになったことが挙げられる。初唐の挽歌も典故を用いるのだが、盛・中唐のそれは特に挽歌の対象となる人を歴史上で功臣として有名な人物に擬える表現が多い。また女性 場合にも典故を用いて、礼を重んじる気風や妻として夫を支える姿がしばしば描かれる。そこからは挽歌の対象となった人のことも、歴史に名を留める人物のように長く語り継いでほしいという願いが感じられる。また、どのように生きて、ど ようなこ に功績があったのかということを詳細に描写し、功績や寵愛の内容を事細かに示すことで、亡き人の偉業や皇帝との親近性を読み手に強く印象付ける表現がさ ている。
五
　
白居易の挽歌
　
次に中唐の白居易（七七二─八四六）の「元相公挽歌三首」を
取り上げる。白居易の挽歌は、構成などの面で従来 挽歌の形式を継承しつつも、一方でその平易な言葉遣 や人物の描写 は独創的な発想が見られる。今まで見てき 挽歌 の比較を行いつつ検討を加える。
　
元相公挽歌三首
　
白居易
　　
一
銘旌官重威儀盛
　
銘旌官重くして威
い
儀ぎ
盛んなり
騎吹聲繁鹵簿長
　
騎吹聲繁くして鹵
ろ
簿ぼ
長し
後魏帝孫唐宰相
　
後魏の帝孫
　
唐の宰相
六年七月葬咸陽
　
六年七月
　
咸陽に葬らる
　　
二
墓門已閉笳簫去
　
墓門
　
已に閉ぢて笳簫去る
唯有夫人哭不休
　
唯だ夫人のみ有り
　
哭して休
や
まず
蒼蒼露草咸陽壠
　
蒼蒼たる露草
　
咸陽の壠
此是千秋第一秋
　
此れは是れ
　
千秋第一の秋
　　
三
送葬萬人皆惨澹
　
送葬の萬人
　
皆惨澹たり
反虞駟馬亦悲鳴
　
反虞の駟馬
　
亦た悲鳴す
琴書剱珮誰收拾
　
琴書剱珮
　
誰れか收拾せん
三歳遺孤新學行
　
三歳の遺孤
　
新たに行くを學ぶ
　
元相公とは元稹のことである。中書舎人・工部侍郎を経て宰相
である同中書門下平章事まで上り詰めたが、その後、武昌節度使となった。元稹と白居易は大変仲がよく、二人は生涯を通じての親友だった。並称して「元白」と呼ばれ、互いに唱和した作品が数多く残っている
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この作品は三首一連の構成をとっているが、盛・中唐に作られ
た他の挽歌と同じく、葬礼のプロセスは意識されつつも三首それぞれに「葬儀→葬送→埋葬」の配置はされていない。第一首では葬送の葬列の立派な様子が描写され、元稹が葬られる。第二首は葬列の去った埋葬後の墓地でただ一人夫人が哭泣し、第三首では故人の愛用した品々と三歳の子供 かれる。した っ 、第一首では葬送から埋葬が、第二首・第三首では埋葬と埋葬後が描かれている。白居易 こ 作品では、元稹の夫人と子供が登場する。残された家族が描かれることは、挽歌では珍しい表現ではない。他の作品にも、
惻愴恒山羽
　
惻愴す
　
恒山の羽
留連棣萼篇
　
留連す
　
棣萼の篇

（駱賓王「丹陽刺史挽詞三首」其一）
剱去雙龍別
　
剱去りて
　
雙龍別れ
雛哀九鳳鳴
　
雛哀しみて
　
九鳳鳴く

（張説「故榮陽郡君蘇氏挽詞二首」其二）
などの例が見られる。駱賓王の作品の「恒山羽」は子供たちを、「棣萼篇」は兄弟を指している。張説の作品の「雙龍」は夫婦を、「雛」は子供を指している。しかしこれら 表現が、典故を用いて一般的に「家族がその死を嘆き悲しんで る」という事実を示
すだけであるのに対し、白居易の挽歌はどうだろうか。二首目では「唯有夫人哭不休」と、人のいなくなった墓地でたった一人夫人だけが声をあげて泣き続けている。三首目に 「三歳遺孤新學行」とあり、残された子供はまだ三歳である。かぞえの といえば満年齢の二歳であり、その子供はやっと歩くことを覚えたばかりだというのである。白居易の挽歌に登場す 人物は、その悲しみ方やその人が置かれている状況などが細部まで描写されており、この挽歌に触れた人々は、まだあどけない子供と、夫を失った夫人の れ らの暮らしに思いを馳せずにはいられない。　
また、注目すべきはこの挽歌で使われる言葉の平易さだろう。
難しい語や典故は使われておらず、ひと目で情景が頭に浮かんでくる。他の挽歌では、挽歌の対象となる人の人柄や功績が典故を多用して盛んに詠まれていた。しかし白居易 この作品では、死者を賛美 その功績を華々しく誉め讃 ることはされていない。第一首の前二句は、銘旌に書かれた官位 高さや、葬列 態度の立派なさま、馬上で盛んに奏でら る音楽や葬列 長さなどを描写する。そして第三首の前二句では、墓地から引き返す 々 心を傷めるさまや、馬までもが悲 みに嘶く様子を描写す 。第一首と第三首では対比的な表現構成がされており、どち も淡々した情景の描 あり がら 宰相 位にまで登りつめた栄誉
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や、人々から慕われていることも同時に感じさせる。　
では、白居易はなぜこのように平易な表現をすることを選んだ
のか。白居易はこの「元相公挽歌三首」の他にも、 「德宗皇帝挽歌詞四首」 「昭德皇后挽歌詞」 「贈悼懷太子挽歌辭二首」などの歌を作っている。このうち「贈悼懷太子挽歌辭二首」と「開成大行皇帝挽 は、その題に〝奉詔撰進〟 〝奉敕撰進〟という語が見られる。これは、勅命を受けて挽歌を奉じたことを意味する。他の挽 製 者を挙げれば、唐 権徳輿につ て、後藤秋正氏は『唐代 哀傷文学
注８
』の中で、
「順宗至徳大安孝皇帝挽歌三首」の自注には、 「時に鹵簿使に充てらる」と言うように、元和元年（八〇六）七月、順宗を豊陵に葬るに際して、戸部侍郎に鹵簿使を兼ねたときに職責をもって制作したものである。彼の哀祭文は個人的な関係で撰述 依頼されたもの あっただろうが、職務上の必要に迫られて制作したものも多かったに違いない。
と述べている。この時代の挽歌は、自ら進んで製作したものもあっただろうが、特に身分の高い相手に対する挽歌は自発的に作られるもの けではなく、むしろ命令や依頼を受けて作のが多かったようだ。命令をうけて献上する挽歌は、そ 対象の身分 高さや、依頼主の期待に応える必要から、死者の賛美や修
辞性が強められていったのだと考えられる。　
白居易が製作した挽歌のうち、 「元相公挽歌三首」以外の挽歌
は、他の詩人の挽歌と同じように挽歌の対象とな 人の人柄や功績を称える表現がされている。 「元相公挽歌三首」だけが死者の賛美の少ない作品になっているのは、白居易にとって元稹がどような人物だったのかという問題に起因していると考える。白居易にとっての元稹は、その功績を讃えて仰ぎ見るような存在ではなく、対等な目線に立 て心を通わせた友人だった。白居易が挽歌を聞 人 伝えたかったのは、華々しい功績 輝く元稹 姿ではない。人々に心から惜しまれ 見送られる姿をこそ、白居易は伝えたかったのである。 「元相公挽歌三首」第二首の、
此是千秋第一秋
　
此れは是れ
　
千秋第一の秋
「この秋こそ、死者にとって永遠に続く秋のその最初の秋だ」というこの句からは、死者の永遠の眠りを描くことによって、作者の離別の苦しみがにじみ出ている。そしてそ ことによって、白居易がいかに元稹を慕っていたのかが伝わっ くる。死者が眠る時間は、同時に作者が元稹を失って過ごすこれからの時間であり、それ まるで永遠である のように長く感じられただろう。しかしこの元稹不在の時間は、まだ始まっ ば りな である。二度と会う とのない友人への、白居易の痛切な哀傷と追慕の念
−136−
が感じられる。
おわりに
　
唐代において挽歌の修辞性が強まった背景には、挽歌の制作動
機が関係していたと考えられる。盛・中唐の挽歌は、自ら進んで作るものもあったが、身分の高い人の挽歌は命を受けて奉じるものだった。そのため挽歌の対象となる への賛美にも拍車がかかり、より高度で完成度の高 ものを献上しようと考えられた。　
白居易は「元相公挽歌三首」以外の挽歌では、典故を用いて挽
歌の対象となる人を讃える表現をしている。修辞を駆使して挽歌の対象となる人物をより印象的に描くこと 、盛・中唐の挽歌の特徴であり、挽歌変容の結果でもあった。 かし一方で、白居易が元稹のために制作した「元相公挽歌三首」では残された家族の姿が描かれ、元稹の妻と子、白居易自身 心情が生々しく表現されている。白居易自身 元稹に対する深い思いを表す めに、元稹の挽歌だけにこのような新しい表現が用いられた である。そしてまた言い換えれば、こ した新しい表現を生み出すためにこそ、六朝以来の挽歌の長い変容の歴史があった であ　
注
注
1 「薤露」薤上露何易晞
　
露晞明朝更復落
　
人死一去何時歸

「蒿里」蒿里誰家地
　
聚斂魂魄無賢愚
　
鬼伯一何相催促
　
人命不得少
踟蹰

初出は晉の崔豹『古今注』音楽第三。
注
注
後藤秋正・吉川雅樹「唐代挽歌詩研究」 （ 「北海道教育大学紀要第一部Ａ、人文学科編」第四十二冊）
注
3 『文苑英華』は、宋の太宗の勅命により李昉（九二五─九九五）らが編集した詩文集。南朝梁から唐までの詩文を集めたもの。 『文選』の続編を作る意図のもとに編集された。
注
4
西岡弘「挽歌考」 （ 「国学院雑誌」第七十冊）
注
5 「祖
そ
戴たい
」とは、葬送の出発に際し、柩を車に乗せることをいう。
注
6
一海知義「文選挽歌考」 （ 「中国文学報」第十二冊）
注
7
枚乘「七發」龍門之桐、百尺無枝、其中鬱結輪囷、扶疏以分離、其根半死半生。
注
8
後藤秋正『唐代の哀傷文学』 （研文出版二〇〇六年）
参考文献後藤秋正
 『中国中世の哀傷文学』 （研文出版
　
一九九八年）
佐藤保・宮尾正樹編『ああ哀しいかな
　
死と向き合う中国文学』 （汲古書院
　
二〇〇二年）
佐久
　
節
 『白楽天全詩集』 （日本図書センター
　
続国訳漢文大成
 一九七八年）
熊飛校注
 『張九齢集校注』 （ 華書局
　
中國古典文學基本叢書

二〇〇八年）

（やまもと
　
みえこ
　
二〇一三年日文卒）
